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ロソ連初の超音逮戦闘械 とな■,た ミグ19フ ァーマーは1955年
ツシノで行われた軍事パレー ドでその存在が西側踏回にr_・ さ
れ ました 主に迎撃薇 として配仲運用 された ミ,19ですが 初
のU音連機 として さまざまな試験にも世H それ らの成果がそ
の後の開発に生かされ トツ連の r力戦闘機 ミグシリーズの発
展に重要な役割 を界た したのです  また ヮルシャヮ条約加啜
各国に輸 11さ れたほか 中国では,もの名前で数多くライセンス

生産 されました 冷戦の中 NATO諸国の戦闘機 とll対 したほか
ベ トナム戦争や中東

「
●l争 インド パキスタン戦争などにも参加

特に中国製の ミグ19「J6Jは 長く第1線で活躍 したのです
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△ 注 意
●工■の使用 には十分注意 して ください.特 に
ナイフ ニ ッパーな どの刃物によるケガや事故
に注意 して ください

●接■剤や塗ヽ は使用 する前にそれそれの注意

=き
をよ く読み ll示 に従 って正 しく使用 し

薗 ヨする時は換気に十分注意 して ください。
●小 さなお子燎のいる所での工作 はやめて くだ
さい 小 さな部品のよみ込みや  ビニー′し袋 を
かぶっての

=患
などの危険な状況が考えられます .
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ソビエ ト空軍
Soviel力 r Force

控装指示のマークです.タ ミヤカラーの
カラーナンバーで指示 しました.
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オモリ(2ヶ )
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★セ ロ フ アンテー プ等 で

オモ リを固定 して くだ さい。
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AFTER MARKET SERVlCE CARD
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椰 便振替の こ利用法 ,

郵使用の払込用紙の通信機 にこのカー ドを参考
に TEM番号  スケール  製品名 部品名 藪■
を必ず _‐ 記入 くだ さい 振込人住所欄 には電掻

番号 もお■ きいただき 口座書号 O081091118
加入者名 田宮極型でお娠込 くだ さい この時か

かる振 り込み手数料はお客様負担 とな ります

‖l11田「AIMEI
酬 み翼 彎9響富レ
部品 をなくしたり こわ した方 は 下 のステッカーが

貼られたカスタマーサー ビス取次店でξで c‐ 注 文 いた

～
り蓄

=鎧
ヽ々 不タマ■サーIF

〃 一ヽツ … … …… … … 3m円  0446031
Zパーツ………… … … … 2η円 044602
風防  … … … …  … 1∞円 9386082
おも り (1個 )¨  ¨¨  … 150円  98お販

マークー … …  … …  m円  94%晰
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住 所

ビスに直 接 ご注文 する場 合 は

このカー ドの必 要部 品 を
=で

か

こみ 代 金 を現 金 薔留 また は 定

饉小為替 (100円以下は切 手可 )

と一 緒にお 申し込み ください な

お こ送金 にはタミヤカー ドや郵

使 振督 も _‐ 利用 いただけます

(お周 い合わせ電話番号 )

電話  (

氏 名

"菊
054‐280‐ 0000

東京030399‐ 3765("岡へ自動転送)

11★
←記の略 は
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静国市懲田諄,7 〒422お 0,0
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